
長崎県立長崎工業高等学校

工業 科目名 電子計測制御 単位数 2

機械システム科 学　年 3 学年 履修区分 必修

電子計測制御（実教出版）

１．科目の目的

２．授業の内容と進め方

３．学習する上での留意点

４．課題等について

５．成績評価規準（評価の観点及び趣旨）

６．評価の方法

実習と関連させながら各種計測器の構造や取り扱いなど計測に関する技術や製作実習を通して制御に関する技術に
ついてその基礎基本が習得できるよう留意する。

１）  各章末問題や配布するプリントの問題を解答し，提出する。

評価の観点

知 識 ・ 技 術

思考・判断・表現

評　　価　　規　　準

２）各章末問題や配布するプリントの問題の解答状況で理解度を確認し，理解不足の場合は個別指導を行う。

・電子計測制御に関する学習を通して，基礎的・基本的な知識を身につけ，環境やエネルギーの
有効利用など，現代社会における工業の意義や役割を理解している。
・電子計測制御に関する基礎的・基本的な技術を身につけ，環境に配慮し，知識と技術に基づい
た合理的な作業を計画し，その技術を適切に活用している。

電子計測制御に関する諸問題の解決をめざして自ら思考を深め，知識と技術を活用して適切に判
断し，創意工夫をしながら，それらを表現する能力を身につけている。

教　科

学　科

使用教科書

副教材など

電子計測制御に関する知識と技術を習得させ，コンピュータによる電子計測やネットワーク化された電子計測システム
など
を実際に活用する能力と態度を育てる。

計測機器の種類と構造，動作原理を学習し，計測機器によるデータの測定方法や処理方法，計算の仕方などの基礎
的な
計測技術を習得します。また，工場で自動生産される電子機器や産業機器がどのようにして製品化されているのかその
制
御法の種類や仕組み，制御の基本的な考え方や特徴について学習し，基礎的な制御技術を習得する。

　評価については定期考査での成績や課題，演習問題の提出状況，出席状況等で総合的に判断する。

　１）定期考査（１年間に４回実施される）の結果をもとに学習の内容の理解度，定着度を評価する。

　２）演習問題の提出状況と，その解答方法が適切であるか評価する。

　３）授業への取り組む姿勢（学習意欲・出席状況，学習態度）を評価する。

　４）授業時のノートの整理状況を評価する。

主 体 的 に 学 習 に
取 り 組 む 態 度

電子計測制御に関する知識と技術に関心をもち，その習得に向けて主体的に取り組むとともに，実
際に活用しようとする創造的実践的な態度を身につけている。



長崎県立長崎工業高等学校
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３．制御プログラム

４．コンピュータによる計測制御システム

２．制御装置とインターフェイス

4章コンピュータによる制御

１．コンピュータ制御の基礎

５．フィードバック制御システムの実例

3　フィードバック制御システムの応答と安定性

第３章 フィードバック制御

1 フィードバック制御の基礎

　2　信号の伝達と伝達関数

学
期

月 評価方法等
学習内容

（単元・考査等）
学習のねらい

・FAから流通まで一連の制御を学び、理解さ
せる。

・さまざまな物理量を統一的に扱うために，制
御システムをブロック線図で表現する方法に
ついて理解させる。

・フィードバック制御の実例をもとにオンオフ
制御・サーボモーターの速度制御・位置制
御・角度制御を理解させる。

4　フィードバック制御システムの制御装置

・前章で学んだシーケンス制御と比較しなが
ら，フィードバック制御の概要とフィードバック
制御システムの構成要素について理解させ
る。
・フィードバック制御システムの種類にはどの
ようなものがあるのか，具体的事例を題材に
制御システムの構成や概要を理解させる。

・フィードバック制御システムにおける制御装
置の役割は，制御対象が本来もっている特性
を，希望する応答を示すように改善することで
あることを理解させる。

・フィードバック制御システムにおける制御装
置の役割は，制御対象が本来もっている特性
を，希望する応答を示すように改善することで
あることを理解させる。

・家庭電化製品や産業用ロボットなどコン
ピュータでどのように制御されれいるか理解さ
せる。

・制御用コンピュータの基本構成とその種類
及び特徴について理解させる。

・制御プログラムで、計測機器などから得られ
たデータを用いて制御することを理解させる。


